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Abstract: We have developed two types of pre-trained models, GPT-2 and RoBERTa, that are

trained from a public corpus consisting of about 75-gigabyte texts. The models and its training

code have been released under licenses that allow for commercial use. By fine-tuning the released

models, users will be able to accomplish a variety of Japanese natural language processing tasks

with high task accuracy.

1 はじめに
人間の対話におけるコミュニケーションでは，自分
の考えを言語化し，声や表情・身振り手振りによる表
現で相手に情報を伝える．また，コンピュータを介し
たコミュニケーションでは，テキストによる情報伝達
が多くを占めている．そのため，言語化された情報や
コンピュータとインターネット上に存在するテキスト
を扱う自然言語処理の研究は重要であり，様々な応用
が期待される．
近年では，コンピュータの処理速度・ストレージサ
イズ・通信速度の向上により，大規模なテキストデー
タを扱うことが可能となった．さらに，ディープラー
ニング技術の発展に伴い，大量のパラメータを持つモ
デルを効率よく学習する手法が提案された．そして自
然言語処理の分野において，大規模なテキストデータ
から学習される大量のパラメータを持った事前学習モ
デルの登場はブレークスルーをもたらした．

2018年に提案されたGenerative Pre-trained Trans-

former (GPT) [1]や Bidirectional Encoder Represen-

tations from Transformers (BERT) [2]は，自己教師あ
り学習により事前学習される言語モデルであり，事前
学習モデルと呼ばれる．事前学習モデルは，大規模な
テキストを用いた事前学習により，言語としての一般
的な表現をモデルに学習させることができる．そして，
目的に合わせたモデル構造の選択や，適切なデータを
利用した事前学習モデルの fine-tuningにより，自然言
語処理の様々なタスクを高い精度で実現する．
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事前学習モデルを用いた手法は，より大量のパラメー
タを持つモデルの提案により日々改善されている．しか
し，パラメータ数の増加は性能向上をもたらすものの，
事前学習のためのコストが膨大に膨れ上がる．そこで
我々は，日本語オープンコーパスから学習した GPT-

2 [3] と Robustly Optimized BERT Pretraining Ap-

proach (RoBERTa) [4] の 2 種類の事前学習モデルを
Hugging Face1に，事前学習に用いたソースコードを
GitHub2に商用利用可能なライセンスで公開した．こ
れにより事前学習モデルの利用者は，目的に合わせた
fine-tuningを行うことで，事前学習のコストを抑えつ
つ所望のタスクを実現可能となる．

2 公開した事前学習モデル
オープンコーパスであるCC-100 [5]とWikipediaの
日本語テキストを用いて，GPT-2とRoBERTaの事前
学習モデルを学習し，公開した．以下に公開した事前
学習モデルについての説明をする．

2.1 モデル構造
GPT-2とRoBERTaは，主に self-attention層と feed-

forward層からなる Transformerブロックの積み重ね
から構成される [6]．GPT-2と RoBERTaには，各ブ
ロック内の feed-foward層と正規化層の配置などモデル
構造に細かな違いはあるが，主要な違いは 2つのモデ
ルが異なるタスクのために異なったマスキングメカニ
ズムを利用する点である．

1https://huggingface.co/rinna
2https://github.com/rinnakk/japanese-pretrained-models
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Figure 1: The training process of GPT-2 (left) and RoBERTa (right).

Table 1: Pre-trained model configurations.

Pre-trained models Params Layers Emb dim Epochs PPL Time

rinna/japanese-gpt2-medium 336M 24 1024 4 18 45 days

rinna/japanese-gpt2-small 110M 12 768 3 21 15 days

rinna/japanese-gpt2-xsmall 37M 6 512 3 28 4 days

rinna/japanese-roberta-base 110M 12 768 8 3.9 15 days

GPT-2は自己回帰言語モデルであり，Figure 1の左
側のように，これまでのステップのトークン（単語や
サブワード）から次のトークンを予測するように学習
される．そのためGPT-2は，条件付き又は無条件のテ
キスト生成のためのデコーダとして用いられる．
一方，RoBERTa はマスク言語モデルであり，Fig-

ure 1の右側のように，コンテキストとして前後のトー
クンが与えられた場合に，マスクされたトークンを予
測するように学習される．RoBERTaは，マスクトー
クンを予測するように学習されるが，意味のあるテキ
スト表現を取り出すためのエンコーダとして機能する
ため，テキスト分類や検索など下流タスクのための事
前学習モデルとしてよく利用される．

2.2 学習データ
日本語のオープンコーパスで最も大規模であり整備が
なされている CC-100とWikipediaを用いて，GPT-2

とRoBERTaを学習した．CC-100コーパスは，様々な
トピックとスタイルのテキストを含んでおり，日本語は
約70GBのテキストデータから構成される3．Wikipedia

コーパスについては，学習時に最新のWikipediaからダ
ンプされた約5GBの日本語テキストを利用した4．また，
トークナイザは語彙サイズ 32000の SentencePiece [7]

とし，テキストをサブワード化した．事前学習にオー
プンコーパスを用いているため，公開したソースコー
ドから利用者は事前学習を再現することができる．

2.3 学習結果
コンピュータリソースとモデル性能はトレードオフ
の関係にあり，利用者が利用条件に合ったモデルを柔
軟に選択できるように，サイズが異なる事前学習モデ

3http://data.statmt.org/cc-100/
4https://dumps.wikimedia.org/other/cirrussearch/

ル (GPT-2が 3サイズと RoBERTaが 1サイズ) を公
開した．Table 1は，それぞれの事前学習モデルの主要
なハイパーパラメータと学習結果である．全ての事前
学習モデルは，8 台の NVIDIA V100 (32GB メモリ)

が搭載された GPUサーバで学習した．学習時間は最
長で 45日と十分に学習されており，汎用性があるモデ
ルとなっている．

3 むすび
本稿では，日本語自然言語処理のために公開したGPT-

2とRoBERTaの事前学習モデルについて紹介した．今
後は，利用者のモデル選択の幅を広げるために，他の
モデル公開について検討する．
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